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喜
び
の
手
話

手話言語条例 制定へ

12月定例会
12 月７日～25日

町（村）町（村） 初初 条例条例 うれしい！うれしい！府内府内

あたたかい 　の 　　でつながる心あたたかい 　の 　　でつながる心府内町村
初！！

手手 言葉言葉

　
―
共
生
社
会
の
実
現
―

●
あ
た
た
か
い
手
の
言
葉
で
つ
な
が
る
心

　
久
御
山
町
手
話
言
語
条
例
の
制
定

手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
や
手
話

を
普
及
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
人
々
が

お
互
い
を
尊
重
し
、
共
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

【
町
の
責
務
】

手
話
の
理
解
や
普
及
、
手
話
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
。

ま
た
、
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
取
組
み
を

進
め
て
い
く
。

【
町
民
な
ど
の
役
割
】

ろ
う
者
と
手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
に
な
る
よ
う
に
努

め
る
。 12

月
定
例
会
は
、
町
長
提
案
の
条
例
制
定
や
補
正
予
算
な
ど
14
件
の
議
案
が

あ
り
、
常
任
委
員
会
で
各
所
管
事
項
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
で
決
算
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
平
成

29
年
度
各
会
計
決
算
７
件
は
、
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
が
町
政
の
各
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
決
算
認
定
は
Ｐ
４
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

条

例

制

定

【
条
例
制
定
ま
で
の
流
れ
】

手
話
は
、
ろ
う
者
の
方
に
と
っ
て
は
、

大
切
な
情
報
獲
得
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

言
語
で
あ
る
。

久
御
山
町
議
会
で
は
、
手
話
言
語
法

制
定
を
求
め
る
意
見
書
を
、
平
成
26
年

12
月
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
し
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

全
国
の
議
会
で
も
意
見
書
提
出
が
進

み
、
平
成
28
年
３
月
に
は
、
全
自
治
体

議
会
で
意
見
書
採
択
が
１
０
０
％
と

な
っ
た
。

手
話
言
語
条
例
は
、
平
成
25
年
の
鳥

取
県
を
皮
切
り
に
全
国
に
広
ま
り
、
今

回
、
本
町
は
京
都
府
下
町
村
初
の
条
例

制
定
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
町
内
で
手
話
の
普
及
が
広

ま
り
、
手
話
に
関
す
る
教
育
や
学
習
機

会
の
振
興
、
環
境
整
備
が
進
む
こ
と
を

大
い
に
期
待
す
る
。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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喜
び
の
手
話

手話言語条例 制定へ

12月定例会
12 月７日～25日

町（村）町（村） 初初 条例条例 うれしい！うれしい！府内府内

あたたかい 　の 　　でつながる心あたたかい 　の 　　でつながる心府内町村
初！！

手手 言葉言葉

■平成30年度補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　＊万円未満四捨五入
区　分 補正額 補正後の額

一般会計（第7号・第8号） 1億2744万円 74億9178万円

特別会計
（第2号）

三郷山財産区 258万円 911万円

介護保険 277万円 14億3869万円

水道事業会計
（第2号・第3号）

収益的収入 23万円 5億3001万円

収益的支出 282万円 5億7771万円

下水道事業会計
（第2号・第3号） 収益的支出 21万円 7億7555万円

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
８
施
設
）

中
央
公
民
館
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
総
合

体
育
館
、
町
民
プ
ー
ル
、
町
民
プ
ー
ル

庭
球
場
、
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
、

中
央
公
園
野
球
場
、
中
央
公
園
庭
球
場

管
理
先

久
御
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

指
定
期
間

２
０
１
９
年
度
か
ら
５
年
間

〔
一
般
会
計
〕

【
主
な
内
容
】

◆
被
災
農
業
者
へ
の
復
興
事
業

７
１
２
５
万
円

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
。

台
風
21
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
鉄

骨
ハ
ウ
ス
、
茶
工
場
、
農
業
用
倉
庫
の

復
旧
な
ど
を
対
象
に
し
た
復
興
支
援
。

指
定
管
理
者
の
指
定

補

　正

　予

　算

●選挙管理委員

塩
しお

屋
や

　千
ち

鶴
づる

　氏（佐古）
曽
そ

束
つか

　正
まさ

義
よし

　氏（下津屋）
西
にし

岡
おか

　富
とみ

子
こ

　氏（市田）
土
つち

尾
お

　正
まさ

晴
はる

　氏（森）

●選挙管理委員補充員

岡
おか

本
もと

　京
きょうこ

子　氏（佐山）
岡
おか

井
い

　文
ふみ

彦
ひこ

　氏（坊之池）
中
なか

瀬
せ

　哲
てつ

夫
お

　氏（栄）
山
やま

田
だ

　清
きよ

文
ふみ

　氏（東一口）

選挙管理委員及び同補充員の任期満了に伴い、定例会で次の方
が当選されました。任期は平成30年12月24日から４年間。

選挙管理委員及び同補充員の選挙

◆
町
民
プ
ー
ル
の
施
設
改
修

１
２
２
９
万
円

台
風
21
号
の
被
害
に
よ
る
、
町
民

プ
ー
ル
北
側
の
日
よ
け
テ
ン
ト
の
倒
壊
、

テ
ン
ト
の
張
り
替
え
、
フ
ェ
ン
ス
の
修

繕
な
ど
改
修
に
伴
う
費
用
。

今
年
の
夏
ま
で
に
改
修
予
定
。

◆
木
津
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場

の
施
設
改
修
　
　
　
　
２
３
２
万
円

台
風
被
害
で
使
用
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
野
球
場
の
修
復
に
伴
う
費
用
。

球
技
場
は
、
既
存
の
予
算
で
改
修
済
み
。

◆
障
害
児
の
通
所
給
付
費

６
０
４
万
円

障
害
児
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
で
、
利
用
人
数
の
増
加
に
伴
う
費

用
。

放課後等デイサービス（八幡市内）
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■平成29年度会計決算額	 	 	 	 　　
区　分 歳入額 歳出額 差引額

一般会計 79億5391万円 77億2653万円 2億2738万円

特別
会計

国民健康保険 25億4107万円 25億1553万円 2554万円

三郷山財産区 458万円 426万円 32万円

介護保険 13億4535万円 12億7205万円 7330万円

後期高齢者医療 2億1834万円 2億682万円 1152万円

水道事業会計（収益的収支） 5億5357万円 5億4926万円 431万円

下水道事業会計（収益的収支）  8億2252万円 7億5807万円 6445万円
＊万円未満四捨五入

総
括
審
査
で
の
主
な
質
疑

29
年
度
決
算
の
中
で
、
町
長
が
目

指
し
た
町
政
運
営
や
施
策
を
、
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
園
や
中
学
校
給
食
室
の
建

設
な
ど
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る

中
で
予
算
総
額
は
増
加
し
た
が
、

住
民
負
担
軽
減
策
を
維
持
し
な
が

ら
、
黒
字
と
な
っ
た
。
一
定
の
結

果
は
出
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
な

ど
交
付
場
所
の
拡
充
の
考
え
は
。

利
便
性
の
面
か
ら
も
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
検
討
し
た
い
。

費
用
や
導
入
時
期
も
踏
ま
え
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

毎
年
、
木
津
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
冠
水
で
使
え
な
い
状
況
が
み

う
け
ら
れ
る
。

代
替
施
設
を
つ
く
る
考
え
は
。

修
復
を
し
て
使
用
し
て
い
く
が
、

昨
今
の
災
害
を
み
る
と
、
代
替
施

設
の
検
討
も
必
要
。

今
後
は
、
中
央
公
園
の
整
備
も
含

め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

QQ Q AA A

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
７
会

計
が
、
決
算
特
別
委
員
会
（
岩
田
芳
一

委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
現
地
視
察
を
含
め
、
延

べ
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
を
お
こ
な

い
、
10
月
29
日
の
委
員
会
採
決
で
は
す

べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
12
月
定
例
会
で
委
員
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
の
会
計
も
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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一
般
会
計
決
算
　
討
論

国
保
会
計
決
算
　
討
論

全議案の採決結果
■賛否が分かれた議案	 〇＝賛成　×＝反対
（注）表中の〇及び×（太字）は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。

公
明
党
共産党 緑風会 くみやま

みらい
政策
研究会

議案　／　議員 岩
田
芳
一

中
野
ま
す
み

巽巽
　
悦
子

塚
本
五
三
藏

田
口
浩
嗣

信
貴
惠
太

松
本
義
裕

林
　
吉
一

内
田
孝
司

島
　
宏
樹

松
尾
　
憲

中
　
大
介

中
井
孝
紀

結
　
果

29年度
決算

一般会計 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
介護保険特別会計 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
後期高齢者医療特別会計 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
水道事業会計 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

その他 指定管理者の指定〈文化・スポーツ施設の管理〉 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
※戸川議長は賛否同数以外は採決には加わりません。

子
育
て
医
療
の
拡
充
な
ど

8
項
目
の
改
善
を

総
括
的
に
は
国
・
府
と
の
協
調
、

行
政
の
外
部
委
託
の
推
進
・
継
続
。

非
正
規
雇
用
の
職
員
補
充
、
税

滞
納
者
の
地
方
税
機
構
へ
の
移
管

の
中
止
、
敬
老
祝
金
の
復
活
、
子

育
て
医
療
の
高
校
卒
業
ま
で
の
拡

充
、
中
小
企
業
振
興
条
例
と
公
契

約
条
例
を
策
定
す
る
こ
と
な
ど
8

項
目
を
指
摘
し
、
改
善
を
求
め
る
。

多
子
世
帯
の
均
等
割

減
免
求
め
る

国
保
は
社
会
保
障
制
度
。
よ
っ

て
「
払
え
る
」
保
険
税
額
と
し
、

保
険
証
の
留
め
置
き
は
や
め
、
本

人
に
届
け
る
こ
と
。

町
長
公
約
で
「
多
子
世
帯
奨
励

金
の
支
給
」
を
表
明
。
多
子
世
帯

へ
の
均
等
割
の
減
免
と
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
求
め
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
ず
各
種
施
策
を
堅
持

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
独

自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
維

持
し
、
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
、

健
康
づ
く
り
や
福
祉
事
業
の
実
施
、

都
市
計
画
の
推
進
、
教
育
・
学
習

環
境
の
充
実
な
ど
限
ら
れ
た
財
源

の
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
な
い
各
種
施
策
が
堅
持
さ
れ
て

お
り
、
決
算
内
容
を
評
価
す
る
。

府
内
ト
ッ
プ
の
財
政
支
援

保
険
税
負
担
の
抑
制

平
成
29
年
度
は
国
保
税
の
負
担

急
増
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
国
保
加

入
者
の
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
町

独
自
の
支
援
と
し
て
、
一
般
会
計

か
ら
３
５
０
０
万
円
あ
ま
り
が
繰

り
入
れ
ら
れ
た
。

財
源
も
大
変
厳
し
い
中
、
京
都

府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
支
援

は
評
価
で
き
る
。

巽巽
　悦
子	

議
員

中
野
ま
す
み	

議
員

島
　宏
樹	

議
員

田
口
浩
嗣	

議
員

反
対

反
対

賛
成

賛
成

■全員賛成で可決した議案等
29年度
決算

三郷山財産区特別会計 規約 市町村職員退職手当組合規約の変更
下水道事業会計

条例

手話言語条例制定

30年度
補正予算

一般会計（第７号）・（第８号） 町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する
条例一部改正三郷山財産区特別会計（第２号）

介護保険特別会計（第２号） 町常勤の特別職の給与に関する条例一部改正
水道事業会計（第２号）・（第３号） 町職員の給与に関する条例一部改正
下水道事業会計（第２号）・（第３号）
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内　容：台風被害による農業者支援
実施日：11月９日

閉会中の事務調査

台
風
に
よ
る
被
災
農
業
者
に

国
の
支
援
が
決
定
さ
れ
る

地震被害で亀裂が生じたブロック塀（雙栗神社）

雙さ

栗ぐ
り

神
社
の
修
繕
補
助
は

農
業
者
へ
の
復
興
支
援

そ
の
現
状
は

木
津
川
河
川
敷
野
球
場
の

復
旧
予
定
は

Q

QQ

A

AA

大
阪
北
部
地
震
で
被
害
を
う
け
た

雙さ

栗ぐ
り

神
社
の
北
側
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

玉た
ま

垣が
き

に
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
地

元
負
担
に
対
す
る
三
郷
山
財
産
区

の
補
助
割
合
は
。

修
繕
費
用
の
総
額
は
５
９
４
万
円

で
、
町
や
京
都
府
の
補
助
金
３
０

０
万
円
程
度
を
差
し
引
い
た
金
額

の
７
割
を
、
財
産
区
か
ら
補
助
す

る
。

台
風
21
号
被
害
に
よ
る
農
業
者
へ

の
復
興
支
援
の
申
請
件
数
は
。

国
補
助
で
新
た
に
対
象
と
な
っ
た

申
請
件
数
で
は
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
16

件
、
農
業
用
倉
庫
５
件
、
茶
工
場

１
件
と
な
る
。

ま
た
、
既
に
京
都
府
が
実
施
し
て

い
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
補

助
申
請
は
46
件
で
、
１
０
５
棟
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

台
風
に
よ
る
冠
水
に
よ
り
、
木
津

川
河
川
敷
野
球
場
が
使
用
で
き
な

い
状
況
だ
が
、
今
後
の
復
旧
予
定

は
。

流
出
し
た
野
球
場
の
土
を
入
れ
る

な
ど
の
補
修
を
お
こ
な
う
。

復
旧
は
、
今
年
３
月
末
の
予
定
と

な
る
。

総
務
事
業
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
で
は
、
12
月
13
日
に
各
担
当
課
の
説
明
を
う
け
て
、
審
議
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

委員会では、台風で大きな被害を受け
た農業者の現状や支援内容を調査した。
国は復旧対策として、新たに被災農業
者への支援事業を決定した。今後も復旧
状況などを含め、動向に注視したい。

農業被害の状況（９月30日現在）
農業被害は、パイプハウス225棟、鉄
骨ハウス33棟、農業用倉庫23棟、茶工場
２棟、農産物のネギやコマツナなど、被
害総額を３億4673万円と見込んでいる。
　

農業者への復旧対策事業
【パイプハウス災害復旧事業】
台風被害の復旧対策として、パイプハ
ウスと附帯施設の復旧・撤去に要する経
費。ビニール被覆資材購入費や鉄骨ハウ
スなどの修復への補助。
・全壊・大…対象経費の3／4以内補助
（国・府合わせて1／2、町1／4）
・中破…対象経費の6／10以内補助
　（国・府合わせて1／2、町1／10）
なお、農業共済加入者は、さらに国の
農業共済金と合わせて補助される。　
【農業者等復旧応援事業】
町在住の販売農家に、農業用資材や器
具の購入、機械の修繕費用を補助する。
【廃棄ビニール処分費補助】
町在住農業者に、破損したハウス用ビ
ニールの処分費用を補助する。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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内　容：のってこタクシーに係る福祉的施策
実施日：11月５日

閉会中の事務調査

障
害
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の

新
た
な
移
動
支
援
さ
ぐ
る

放課後等ディサービス（京田辺市内）

民
生
教
育
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会・協
議
会
レ
ポ
ー
ト

移
動
困
難
者
の
福
祉
施
策

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
利
用
状
況
は

Q

Q

Q A

A

A
＊
閉
会
中
の
事
務
調
査
に
続
い
て

の
報
告
。
調
査
内
容
は
下
段
を
参

照
く
だ
さ
い
。

移
動
困
難
者
の
利
用
で
、
１
人
あ

た
り
の
利
用
回
数
に
制
限
は
設
け

な
く
て
よ
い
の
か
。
利
用
が
増
え

す
ぎ
て
制
度
が
続
か
な
い
よ
う
な

こ
と
に
な
る
心
配
は
な
い
の
か
。

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
と
同
じ
よ
う

に
、
利
用
回
数
の
制
限
は
考
え
て

い
な
い
。

利
用
額
が
増
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

今
後
、
改
善
し
な
が
ら
、
示
し
て

い
き
た
い
。

移
動
困
難
者
の
利
用
想
定
数
は
。

１
０
５
名
を
想
定
し
て
い
る
。

障
害
児
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
増
額
は
、
利
用
人
数
の
増

加
に
よ
る
も
の
か
。
そ
の
状
況
は
。

利
用
人
数
も
増
え
て
い
る
が
、
利

用
件
数
が
、
当
初
33
件
か
ら
37
件

と
な
り
、
増
加
し
て
い
る
。

人
数
と
利
用
時
間
で
積
算
額
が
変

わ
る
の
で
、
利
用
時
間
も
含
め
て

１
件
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

常
任
委
員
会
で
は
、
12
月
14
日
に
各
担
当
課
の
説
明
を
う
け
て
、
審
議
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
応
答
を
報
告
し
ま
す
。

【
11
月
時
点
か
ら
の
追
加
事
項
】

・
名
称
を
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
と
区
別

・
利
用
料
金
は
乗
車
あ
た
り
２
０
０
円

・
事
業
開
始
は
２
０
１
９
年
５
月
を
予
定

移動困難者への福祉的な支援
昨年５月の委員会では、障害者など移
動困難者に対し、新たな移動手段の確保
が求められていることがわかった。
今回は、将来的に本町がどのような支
援を考えているのかなど、11月時点での
協議結果について調査をおこなった。
町は、今後も詳細の協議を進め、制度
の導入をめざす。

☞のってこタクシーとは、町内の決められた停留所
　 間を走る事前予約型乗合いタクシー。

のってこタクシーを活用した制度
既存の“のってこタクシー”を活用した
福祉的な取組み。実施期間は、2019年度
から２年間を予定しており、地域福祉計
画の改定に合わせて見直しをおこなう。
【対象者】
・要支援・要介護１〜２認定者、65歳
以上の移動困難で民生委員の認める者
・妊産婦や療育教室に通う保護者
・自動車運転免許証の自主返納者
・身体・療育・精神障害の手帳所持者など
のってこタクシーは、停留所間の移動
制限があるが、本施策は制限を設けない。
一方、福祉施策の重複をさけるため、
利用料の支払いに福祉タクシー利用券は
使えない点や、利用料の設定が妥当なの
かなど、今後も協議をおこなう必要性が
あきらかになった。
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10議員が

登壇 こ
こ
が

　

 

き
た
い

一 般
質 問

こ
こ
が

　

 

き
た
い

聞

①子どもの放課後居場所づくり
②子育て支援医療費助成事業
③就園援助等の支援

松本　義裕 議員

①東西道路の渋滞
②本町の魅力発信信貴　惠太 議員

①水道事業の運営
②防災拠点・避難所の環境整備

島　　宏樹 議員

①農業被害の対策状況と今後の農業振興
②通学路における安全対策

林　　吉一 議員

①消費税増税
②防犯対策
①とうずみ・みまきこども園の施設整備
②中学校校舎の外壁タイルはく離問題
①良質な水の安定供給
②公共交通網形成計画の進捗

中野ますみ 議員

中井　孝紀 議員

松尾　　憲 議員

①公共交通とまちの展望
②環境整備
③インフルエンザ補助事業

①子育て支援策
②消防職員数
③地域公共交通

田口　浩嗣 議員

①防災
②消防の広域化

内田　孝司 議員

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

一般質問では、行政全般について執行機関（町長など）
の考え方や疑義を質問します。今回は、10人の議員が登
壇しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

巽　　悦子 議員 一問
一答

一括
質問

一括
質問

一括
質問

一括
質問

一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信

久御山町議会ホームページからライブ
中継と録画映像がご覧いただけます。

を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
。

で
き
、
遠
く
の
施
設
に
通
所
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
が
。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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10議員が

登壇 こ
こ
が

　

 

き
た
い

一 般
質 問

こ
こ
が

　

 

き
た
い

聞

①子どもの放課後居場所づくり
②子育て支援医療費助成事業
③就園援助等の支援

松本　義裕 議員

①東西道路の渋滞
②本町の魅力発信信貴　惠太 議員

①水道事業の運営
②防災拠点・避難所の環境整備

島　　宏樹 議員

①農業被害の対策状況と今後の農業振興
②通学路における安全対策

林　　吉一 議員

①消費税増税
②防犯対策
①とうずみ・みまきこども園の施設整備
②中学校校舎の外壁タイルはく離問題
①良質な水の安定供給
②公共交通網形成計画の進捗

中野ますみ 議員

中井　孝紀 議員

松尾　　憲 議員

①公共交通とまちの展望
②環境整備
③インフルエンザ補助事業

①子育て支援策
②消防職員数
③地域公共交通

田口　浩嗣 議員

①防災
②消防の広域化

内田　孝司 議員

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

一般質問では、行政全般について執行機関（町長など）
の考え方や疑義を質問します。今回は、10人の議員が登
壇しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一問
一答

巽　　悦子 議員 一問
一答

一括
質問

一括
質問

一括
質問

一括
質問

一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信

久御山町議会ホームページからライブ
中継と録画映像がご覧いただけます。

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
の
内

容
は
。

医
療
費
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
月
２

０
０
円
で
、
残
り
を
公
費
助
成
。
平
成

29
年
度
実
績
で
、
利
用
件
数
２
万
３
２

５
１
件
、
町
負
担
額
約
５
０
１
０
万
円
。

通
院
を
18
歳
ま
で
拡
充
す
れ
ば
、
ど

れ
く
ら
い
の
費
用
が
発
生
す
る
の
か
。

町
長
も
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成

を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る
が
。

国
の
幼
児
教
育
な
ど
の
無
償
化
に
向

け
た
取
組
み
や
現
状
は
。

公
立
・
私
立
の
こ
ど
も
園
な
ど
を
利

用
す
る
３
〜
５
歳
児
の
全
て
の
子
ど
も

の
保
育
料
と
、
０
〜
２
歳
児
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
の
保
育
料
な
ど

で
、
幼
稚
園
保
育
料
は
上
限
２
万
５
７

０
０
円
ま
で
が
無
償
と
す
る
方
向
で
調

医
療
費
の
基
礎
数
値
を
用
い
て
積
算

す
る
と
年
間
約
１
１
０
０
万
円
。

今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
財
政
状

況
及
び
国
の
医
療
保
険
制
度
改
革
な
ど

も
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
す
る
。

保
育
料
の
無
償
化
は
入
園
準
備
に
か

か
る
費
用
へ
の
支
援
で
は
な
い
。
こ
ど

も
園
入
園
時
に
、
ど
う
い
っ
た
物
が
必

要
で
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

そ
う
い
っ
た
支
援
は
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
誘
致
が

必
要
で
は
。

サ
ー
ビ
ス
必
要
量
が
増
え
、
受
け
入

れ
先
の
不
足
が
生
じ
、
利
用
者
に
不
安

を
抱
か
せ
な
い
よ
う
努
め
る
。

道
具
箱
な
ど
の
用
品
代
、
ク
レ
パ
ス

な
ど
の
教
材
・
保
育
材
料
代
、
体
操
服

代
な
ど
、
約
１
万
円
を
徴
収
。

国
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
支
援
策

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

３
小
学
校
区
内
で
５
ク
ラ
ス
運
営
。

対
象
は
、
１
〜
６
年
生
ま
で
の
１
６
７

名
の
児
童
が
通
級
し
て
い
る
。

放
課
後
、
保
育
が
見
込
め
な
い
児
童

に
対
し
、
安
心
か
つ
安
全
な
居
場
所
を

提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
主
た
る
目
的

で
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

は
設
置
目
的
が
異
な
る
。

仲
よ
し
学
級
の
状
況
や
対
象
者
は
。

ま
た
、
専
門
の
先
生
を
配
置
し
、
今
以

上
の
施
設
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
他
市
町

村
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
所

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入
れ
が

で
き
、
遠
く
の
施
設
に
通
所
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
が
。

仲よし学級（佐山小）

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成

を
公
約
と
し
て
い
る
が

財
政
状
況
と
国
の
制
度
改
革

も
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
す
る

QA QA QA

一問一答方式

松本　義裕 議員

質
　問

質
　問

町
　長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

社
会
教
育
課
長

住
民
福
祉
課
長

子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長

こ
ど
も
園
入
園
準
備
に

か
か
る
費
用
へ
の
支
援
は

支
援
策
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
す
る

QA QA QA

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
誘
致
が
必
要
で
は

利
用
者
に
不
安
を
抱
か
せ

な
い
よ
う
努
め
る

QA QA QA

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

整
さ
れ
て
い
る
。
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東
西
道
路
の
渋
滞
の
解
消
は
、
必
須

の
問
題
だ
が
、
何
か
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

１
つ
目
は
、
府
道
八
幡
宇
治
線
と
第

二
京
阪
道
路
の
交
差
点
に
お
け
る
、
西

側
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
及
び
国
道
１
号

交
差
点
の
拡
幅
整
備
。

２
つ
目
は
、
府
道
八
幡
宇
治
線
の
バ

イ
パ
ス
機
能
を
持
っ
た
、
新
た
な
東
西

の
道
路
の
整
備
。

３
つ
目
に
は
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の

木
津
川
堤
防
を
抜
け
る
東
西
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意
識
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。

町
の
判
断
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

多
く
の
課
題
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
。

他
市
町
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
東

西
の
渋
滞
緩
和
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ゾ
ー
ン
内
の
東
西
道
路
の
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。

現
在
、
町
道
市
田
佐
山
線
の
拡
幅
に

向
け
た
測
量
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
。将

来
、
第
２
京
阪
道
路
の
側
道
と
国

道
24
号
が
結
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
東
西
の
渋
滞
緩
和
に
も
一
定
の
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

八
幡
宇
治
線
は
、
府
に
要
望
を
お
こ

な
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
が
、
宇

治
淀
線
に
つ
い
て
の
渋
滞
対
策
は
。
以

前
、
木
津
川
堤
防
か
ら
城
陽
市
に
道
路

を
通
す
計
画
を
求
め
て
き
た
が
、
実
現

の
可
能
性
は
。

財
政
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
る
と
、

本
年
の
よ
う
な
災
害
が
続
い
た
場
合
、

実
施
時
期
は
十
分
に
検
討
す
る
必
要
は

あ
る
が
「
久
御
山
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
」

へ
の
応
援
の
声
や
協
力
し
た
い
と
い
う

声
も
よ
く
耳
に
す
る
。

「
久
御
山
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
」
は
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
み
出
し
、
町
の

発
展
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
か
。

町
長
の
思
い
は
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施
に
当
た
っ
て
、

住
民
や
事
業
所
の
方
々
が
楽
し
め
る
内

容
の
点
灯
式
や
、
そ
れ
を
含
む
イ
ベ
ン

ト
を
お
こ
な
い
、
町
制
施
行
65
周
年
を

盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
る
。

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、
新
た
に

元
号
も
変
わ
る
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
、
町
制
施
行
65
周
年
が
一
致
す
る
こ

と
と
な
る
。

夢
多
き
発
展
の
時
代
と
な
る
よ
う
期

待
を
込
め
て
、
今
後
、「
久
御
山
夢
タ

ワ
ー
１
３
７
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
な
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一括質問方式

信貴　惠太 議員

東
西
道
路
の
渋
滞
対
策
は

他
市
町
と
連
携
し
な
が
ら

渋
滞
緩
和
を
図
り
た
い

QA QA QA

久
御
山
夢
タ
ワ
ー
１
３
７

へ
の
町
長
の
思
い
は

夢
多
き
発
展
の
時
代
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
る

QA QA QA

質
　問

質
　問

渋滞した道路（宇治淀線）

久御山夢タワー137（KBS京都ラジオ塔）

事
業
建
設
部
長

町
　長

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）

事
業
建
設
部
長

質
　問
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都
市
部
で
実
証
実
験
の
運
行
が
始

ま
っ
て
い
る
。
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
国
や
府
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

町
内
の
企
業
と
の
連
携
は
重
要
で
あ

る
。
町
と
企
業
の
技
術
連
携
で
、
町
と

し
て
積
極
的
に
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
総
合
計
画
で
地
方
創
生
に
か
か
る
総

合
戦
略
の
具
現
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
共
交
通
と
一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
今
後
の
展
望
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
な
ど
を
活
用
し

た
バ
ス
停
の
環
境
整
備
の
推
進
や
、
停

留
所
な
ど
を
調
査
・
精
査
し
、
必
要
な

整
備
を
進
め
て
い
く
。

携
し
実
験
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
群
馬

県
前
橋
市
は
、
大
学
と
企
業
と
の
連
携

を
図
り
、
駅
前
か
ら
路
線
バ
ス
を
運
賃

１
０
０
円
で
自
動
運
行
す
る
全
国
初
の

実
証
実
験
を
開
始
。

本
町
も
優
れ
た
企
業
と
の
共
同
で
実

施
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

早
急
に
立
ち
上
げ
、
実
現
に
向
け
動
い

て
は
。

久
御
山
町
の
平
坦
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

立
地
は
、
バ
ス
自
動
運
転
の
実
証
実
験

に
向
い
て
い
る
。
こ
れ
を
生
か
し
実
証

実
験
を
進
め
る
に
は
。

町
内
企
業
の
人
材
確
保
に
は
、
快
適

な
通
勤
を
考
え
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

今
後
の
バ
ス
停
留
所
の
環
境
整
備
は
。

烏
や
猫
は
餌
を
求
め
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
荒
ら
す
の
で
住
民
は
困
っ
て

い
る
。
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
補
助
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
対
策
と
し

て
、
手
を
消
毒
す
る
た
め
に
映
画
の

シ
ー
ン
を
使
う
ア
イ
デ
ア
が
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
で
感
染
者
が
減
少

で
き
る
の
で
は
。
町
内
の
感
染
対
策
は
。

町
長
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
示
し
、
第
５

滋
賀
県
大
津
市
は
、
京
阪
バ
ス
と
提

土
地
利
用
や
公
共
施
設
の
活
用
整
備

と
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
車
の
両
輪
と
し
、
実
現
し
て

い
き
た
い
。

一問一答方式

田口　浩嗣 議員

自
動
運
転
の
実
証
実
験
に
向
け

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
早
急
に

町
と
企
業
の
技
術
連
携
で

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

QA QA QA

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

ご
み
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

現
場
で
支
障
が
な
い
と

確
認
で
き
れ
ば
設
置
で
き
る

QA QA QA

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

町
内
の
感
染
対
策
は

予
防
に
つ
な
が
る
取
組
み

を
強
化
し
て
い
く

QA QA QA

散乱するゴミ置き場

町
　長

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

事
業
建
設
部
担
当
部
長

現
場
で
支
障
が
な
い
と
確
認
で
き
れ

ば
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
補
助
率
は
、
他
市
町

の
例
で
２
分
の
１
程
度
、
上
限
額
を
設

け
て
お
り
、
参
考
に
す
る
。

提
案
の
「
真
実
の
口
」
の
取
組
み
は
、

手
の
消
毒
を
促
す
た
め
の
一
例
と
し
て

効
果
が
あ
る
。

意
識
し
て
消
毒
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
予
防
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。

環
境
保
全
課
長

国
保
健
康
課
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

新
市
街
地
整
備
室
長
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連
続
し
て
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
農

業
被
害
に
対
す
る
支
援
と
、
そ
の
対
応

は
。

こ
れ
か
ら
の
久
御
山
町
の
農
業
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
農
業
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

通
学
路
の
環
境
を
整
え
る
た
め
、
通

学
路
安
全
推
進
会
議
が
、
通
学
路
の
危

険
個か

所し
ょ

を
確
認
し
、
改
善
や
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
通
学
路
の
定
義
と
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
は
。

通
学
路
と
は
、
集
合
場
所
や
合
流
地

点
か
ら
学
校
ま
で
の
道
路
の
区
間
を
指

し
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
議
の
上
、
決

定
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
み
の
基
本
的
な

考
え
は
、
継
続
的
に
通
学
路
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
合
同
点
検
を
継
続
し

て
実
施
し
、
対
策
の
改
善
・
充
実
を
図

る
も
の
。

危
険
個
所
に
も
と
づ
き
、
対
策
個
所

一
覧
表
を
作
成
し
、
毎
年
推
進
会
議
に

よ
る
合
同
点
検
と
対
策
の
検
討
を
お
こ

な
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
交
通
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
抽
出
し
た

個
所
数
と
対
応
済
み
の
個
所
数
は
。

ま
た
今
後
の
対
策
は
。

59
カ
所
を
抽
出
し
、
28
カ
所
は
対
策

済
み
と
な
る
。
今
後
と
も
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
推
進
を
通
じ
て
通
学
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
一
層
の
推
進
を
図
る
。

道
路
上
の
外
側
線
や
「
ス
ピ
ー
ド
落

と
せ
」
な
ど
の
路
面
標
示
は
、
計
画
的

に
引
き
直
す
な
ど
、
安
全
確
保
に
努
め

る
。
ま
た
、
横
断
歩
道
や
「
止
ま
れ
」

な
ど
、
規
制
関
係
の
路
面
標
示
は
、
公

安
委
員
会
に
要
望
す
る
。

国
に
お
い
て
は
被
災
農
業
者
向
け
の

支
援
事
業
（
経
営
体
育
成
支
援
事
業
）

の
実
施
が
決
定
し
、
京
都
府
事
業
で
は

補
助
対
象
外
で
あ
っ
た
鉄
骨
ハ
ウ
ス
や

農
業
倉
庫
、
茶
工
場
、
ビ
ニ
ー
ル
被
覆

資
材
が
新
た
に
補
助
対
象
と
な
っ
た
。

加
え
て
撤
去
費
用
の
上
限
額
も
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
支
援
を
拡
大
し
、
ま
た
、
パ

災
害
に
対
し
て
、
初
め
て
町
費
の
支

出
を
決
定
し
、
府
事
業
に
上
乗
せ
補
助

を
お
こ
な
っ
た
復
旧
支
援
、
ま
た
、
産

業
売
込
み
隊
と
し
て
野
菜
の
販
売
促
進
、

町
産
の
酒
米
を
使
っ
た
酒
造
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
か
ら
は
、
農
業
経
営
者
会
議

を
実
施
し
、
毎
回
、
京
都
を
代
表
す
る

農
業
経
営
者
を
講
師
に
招
き
、
若
手
農

業
者
や
中
核
担
い
手
の
育
成
に
努
め
て

い
る
。

魅
力
と
や
り
が
い
の
あ
る
農
業
経
営

を
目
指
す
農
業
者
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
先
進
地
事
例
研
究
な
ど
に
取
り

組
み
、
が
ん
ば
る
農
業
者
へ
の
新
た
な

支
援
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

イ
プ
ハ
ウ
ス
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
期

限
を
延
長
し
、
受
付
を
お
こ
な
う
。

町
　長

産
業
課
長

学
校
教
育
課
長

事
業
建
設
部
長

学
校
教
育
課
長

復旧されたパイプハウス

啓発看板

質
　問

質
　問

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）

質
　問

質
　問

ど
の
よ
う
な
思
い
で
農
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

が
ん
ば
る
農
業
者
へ
の
新
た
な

支
援
を
打
ち
出
し
て
い
く

QA QA QA

通
学
路
の
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て

交
通
対
策
を
講
じ
て
い
る

QA QA QA

林　吉一 議員

一括質問方式
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４
月
の
本
格
運
用
に
向
け
、
ス
ピ
ー

カ
ー
の
向
き
、
角
度
な
ど
機
器
調
整
し
、

改
め
て
試
験
放
送
に
よ
り
検
証
す
る
。

全
て
の
地
域
で
呼
び
か
け
が
認
知
で

き
る
レ
ベ
ル
ま
で
は
必
要
と
考
え
、
今

後
、
十
分
に
調
整
す
る
。

消
防
長

町
　長

総
務
課
長

総
務
部
長

本
町
で
は
、
火
災
等
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
方
々
に
、
最
大
で
10
万
円
の
見

舞
金
を
支
出
し
て
い
る
。

今
後
、
大
き
な
災
害
を
受
け
た
方
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、
こ
の
火

災
見
舞
金
制
度
を
参
考
に
検
討
を
加
え
、

住
宅
被
災
者
へ
の
見
舞
金
支
給
等
の
制

度
化
に
向
け
て
考
え
る
。

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
が

あ
る
が
、
本
町
の
被
害
は
制
度
の
基
準

に
該
当
し
な
い
た
め
、
適
用
で
き
な
い
。

京
都
府
に
対
し
、
府
の
推
進
計
画
に

消
防
広
域
化
の
方
針
の
盛
り
込
み
を
要

請
し
、
広
域
化
の
実
現
に
向
け
関
係
市

と
協
議
を
進
め
る
。

広
域
化
の
効
果
は
、
今
以
上
の
複
数

台
に
よ
る
消
防
車
両
の
出
動
が
可
能
で
、

初
動
の
消
防
力
の
強
化
、
人
員
配
備
の

効
率
化
と
充
実
、
高
度
な
消
防
設
備
や

施
設
整
備
な
ど
、
消
防
体
制
の
基
盤
強

化
が
図
れ
る
。

消
防
広
域
化
は
、
京
都
府
の
指
導
も

受
け
、
近
隣
市
町
と
連
携
す
る
中
で
、

よ
り
よ
い
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

防
の
広
域
化
推
進
に
向
け
て
の
考
え
は
。

町
　長

総
務
課
長

被災して修理を待つ住居

町消防庁舎

台
風
21
号
で
は
、
一
般
住
居
で
、
屋

根
瓦
の
ず
れ
や
、
飛
散
な
ど
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
修
理
費
に
つ
い
て
も
、

被
害
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
、
莫
大
な

出
費
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
高
齢
者

世
帯
で
は
死
活
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
。

困
っ
て
い
る
住
民
の
方
に
、
何
か
経

済
的
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
住
居
な
ど

に
町
独
自
の
負
担
軽
減
の
支
援
が
必
要
。

町
に
は
、
火
災
見
舞
金
の
制
度
が
あ

る
。
同
様
に
、
災
害
を
受
け
た
住
宅
へ

の
手
立
て
は
で
き
な
い
の
か
。

総
合
防
災
訓
練
で
の
防
災
行
政
無
線

の
試
験
放
送
の
聞
こ
え
方
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
、
屋
内
で
は
、
全
体
の
約

56
％
の
人
し
か
音
声
の
認
識
が
で
き
て

い
な
い
。

緊
急
情
報
を
住
民
に
正
確
に
伝
え
る

こ
と
が
最
重
要
で
、
音
声
が
確
認
で
き

る
レ
ベ
ル
ま
で
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
。

町
長
の
選
挙
公
約
で
掲
げ
て
い
る
消

質
　問

質
　問

質
　問

内田　孝司 議員

質
　問 被

災
さ
れ
た
住
居
な
ど
に

支
援
が
必
要
で
は

住
宅
被
災
者
へ
の
見
舞
金
支
給

な
ど
制
度
化
に
向
け
考
え
る

QA QA QA

消
防
広
域
化
推
進
に

向
け
て
の
考
え
は

府
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

よ
り
よ
い
方
向
性
を
定
め
て
い
く

QA QA QA

一括質問方式
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役
場
庁
舎
、
消
防
庁
舎
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
は
自
家
発
電
設
備
が
あ
る
。

避
難
所
は
、
各
小
学
校
に
５
台
ず
つ

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
が
あ
る
。
久
御
山

中
学
校
は
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
蓄
電

池
と
発
電
機
が
３
台
が
あ
る
。

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
国

の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

総
務
課
長

本
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
43
年
に

始
ま
り
50
年
間
が
経
過
し
た
。

水
道
施
設
、
給
水
管
路
の
耐
震
化
、

及
び
老
朽
化
の
現
状
は
。

今
後
40
年
、
現
状
維
持
す
る
上
水
道

耐
震
化
な
ど
の
未
更
新
部
分
は
い
く
ら

必
要
か
。

ま
た
、
使
用
水
量
が
減
少
し
財
政
的

に
厳
し
い
が
、
実
際
の
給
水
収
益
は
。

過
去
の
水
道
料
金
改
定
の
推
移
は
。

水
道
事
業
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
が
、
そ
の
大
き
な
目
的
は
。

今
後
、
水
道
料
金
の
あ
り
方
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

避
難
所
の
環
境
整
備
と
し
て
、
通
信

環
境
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

の
整
備
を
し
て
は
。

防
災
拠
点
の
役
場
庁
舎
や
避
難
所
が

停
電
時
、
非
常
用
電
力
の
供
給
体
制
は
。

近
隣
市
町
村
の
料
金
改
定
の
状
況
は
。

配
水
管
の
総
延
長
は
約
１
０
７
㎞
、

耐
用
年
数
の
40
年
を
経
過
し
た
配
水
管

が
18
・
９
㎞
で
17
・
６
％
。

施
設
は
浄
水
場
の
耐
震
化
率
１
０

０
％
、
重
要
給
水
管
路
は
51
・
８
％
。

費
用
の
試
算
で
は
70
億
円
が
必
要
。

平
成
19
年
度
の
給
水
収
益
で
４
億
４
６

０
０
万
円
、
平
成
29
年
度
は
３
億
９
３

０
０
万
円
で
11
・
９
％
減
少
し
た
。

平
成
５
年
に
20
％
、
平
成
11
年
に

19
％
に
値
上
げ
し
、
平
成
13
年
に
６
・

７
％
の
値
下
げ
し
、
現
在
に
至
る
。
京

都
府
内
で
は
５
番
目
に
低
い
料
金
。

中
長
期
的
な
経
営
戦
略
の
策
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
。

宇
治
市
が
平
成
28
年
４
月
に
14
・

４
％
、
八
幡
市
が
平
成
30
年
４
月
に

16
・
７
％
の
値
上
げ
を
し
た
。

城
陽
市
は
来
年
４
月
か
ら
23
％
の
値

上
げ
の
条
例
改
正
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

町
　長

町
　長

府
営
水
道
の
値
上
げ
や
給
水
収
益
の

減
収
で
、
施
設
の
更
新
等
に
多
大
な
費

用
が
必
要
。

健
全
な
水
道
事
業
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
水
道
料
金
の
改
定
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
る
。

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
財
源
も
含
め
、
軽
減
が

で
き
れ
ば
、
環
境
整
備
を
前
向
き
に
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

老朽管の敷設替え

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）

一問一答方式

島　宏樹 議員

水
道
料
金
の
あ
り
方
は

改
定
は
や
む
を
得
な
い

QA QA QA

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
し
て
は

前
向
き
に
検
討
す
る

べ
き
と
考
え
る

QA QA QA
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特
に
飲
食
料
品
を
扱
っ
て
い
る
店
舗

で
は
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
。
レ
ジ
や
受

発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
入
れ
替
え
な

ど
、
国
の
補
助
金
制
度
も
あ
る
。

本
町
は
、
国
税
当
局
の
依
頼
に
も
と

づ
き
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に

周
知
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
年
度
は
変
質
者
に
よ
る
わ
い
せ
つ

な
事
犯
が
最
も
多
い
。

対
策
で
は
、
小
学
校
毎
に
結
成
し
て

い
る
安
全
見
守
り
隊
、
関
係
者
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
な
ど
犯
罪
抑
止
の
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

各
団
体
と
の
情
報
交
換
で
、
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

免
税
事
業
者
の
取
引
が
懸
念
さ
れ
る

声
も
あ
る
が
、
今
後
、
検
証
が
お
こ
な

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
国

の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

税
務
課
長

総
務
課
長

総
務
部
長

平
成
31
年
10
月
消
費
税
率
が
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
政
府
は
社
会
保
障

の
た
め
と
言
う
が
、
増
税
に
よ
り
国
民

の
負
担
が
増
え
て
医
療
や
介
護
が
受
け

ら
れ
な
い
と
国
民
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
っ

て
い
る
。

従
業
員
５
人
以
下
の
事
業
所
を
組
織

す
る
民
主
商
工
会
の
調
査
で
は
、
８
％

に
増
税
さ
れ
た
時
も
売
り
上
げ
が
減
少

し
、
利
益
が
減
っ
た
と
悪
影
響
が
顕
著

に
示
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
代
表
で
あ
る
町
長
が
、
国
に

対
し
消
費
税
増
税
中
止
の
表
明
を
す
る

消
費
税
10
％
の
増
税
と
共
に
軽
減
税

率
８
％
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

飲
食
店
の
持
ち
帰
り
や
飲
食
料
品
、
週

２
回
以
上
発
行
の
定
期
購
読
新
聞
は

８
％
、
店
内
で
食
べ
れ
ば
10
％
。

税
率
区
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

小
売
店
、
飲
食
店
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

不
審
者
が
女
性
や
高
齢
者
、
子
ど
も

に
ま
で
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
被
害
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
い
か
に
対
策
し

て
い
る
の
か
。

平
成
35
年
10
月
１
日
か
ら
導
入
の
イ

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
発
行
は
、

消
費
税
の
課
税
業
者
に
限
ら
れ
、
取
引

き
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
聞
く
。

無
理
な
消
費
税
の
課
税
業
者
に
な
り
、

消
費
税
滞
納
者
と
な
り
え
る
。
免
税
事

業
者
を
守
る
対
策
は
。

べ
き
で
は
。

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

町
　長
社
会
保
障
費
は
年
々
増
大
し
て
お
り

そ
の
財
源
と
し
て
税
率
が
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
も
の
。
税
率
８
％
へ
引
き

上
げ
以
降
、
家
計
消
費
は
４
年
連
続
で

減
少
し
て
い
る
。

今
回
は
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
、
高

等
教
育
の
負
担
軽
減
な
ど
に
回
す
方
針

も
示
し
て
い
る
。
社
会
保
障
の
増
大
に

対
応
し
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
が
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
増
税
は
必
要
で
あ

る
。

軽減税率による区分は

中野ますみ 議員

消
費
税
増
税
中
止
の

表
明
を
す
る
べ
き
で
は

社
会
保
障
の
増
大
が
課
題

増
税
は
必
要

QA QA QA

不
審
者
に
よ
る
被
害
が
多
発

そ
の
対
策
は

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
な
ど
実
施
し
て
い
る

QA QA QA

一括質問方式
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こども園敷地に拡充される小学校の駐車場

足場で覆われた中学校南校舎

と
う
ず
み
・
み
ま
き
こ
ど
も
園
は
、

本
園
と
分
園
に
分
か
れ
た
運
営
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
保
護
者
か
ら
は
２
カ
所

送
迎
の
問
題
な
ど
早
急
な
改
善
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。
町
も
一
体
的
運
営
を
目

指
し
た
施
設
整
備
の
計
画
を
進
め
て
い

る
が
、
設
計
段
階
か
ら
想
定
さ
れ
る
課

題
を
整
理
し
、
ベ
ス
ト
な
選
択
が
必
要

と
な
る
。

課
題
と
し
て
は
、
敷
地
の
拡
張
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、
送
迎
用
駐
車
場
の

確
保
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
や
給
食
室
の

有
効
活
用
な
ど
だ
が
、
検
討
状
況
は
。

就
学
前
の
教
育
が
重
要
な
中
で
、
こ

ど
も
園
の
一
体
的
な
整
備
に
対
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
は
。

中
学
校
南
校
舎
は
、
平
成
21
年
に
６

億
円
で
新
築
し
た
が
、
外
壁
タ
イ
ル

が
は
が
れ
た
た
め
に
全
面
を
調
査
し
、

91
％
の
タ
イ
ル
に
浮
き
を
発
見
し
た
。

町
は
施
工
不
良
の
業
者
へ
補
修
費
用

の
請
求
を
し
た
が
、
支
払
い
を
拒
否
し

た
た
め
に
仲
裁
申
請
を
し
て
い
る
。

今
日
ま
で
の
経
過
と
現
状
は
。

子
ど
も
た
ち
も
真
っ
暗
な
覆お
お

い
を
さ

れ
る
中
で
、
工
事
の
音
が
出
て
授
業
に

集
中
で
き
な
い
。
教
職
員
も
手
を
取
ら

れ
て
お
り
、
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。

町
は
被
害
者
で
あ
り
情
報
発
信
も
必

要
で
は
な
い
か
。

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
は
、
東
角
小
学

校
の
駐
車
場
を
取
り
込
む
形
で
保
育
室

３
室
を
増
築
し
、
送
迎
用
駐
車
場
や
、

０
〜
２
歳
児
用
の
給
食
室
を
敷
地
内
で

整
備
す
る
。
３
〜
５
歳
児
の
給
食
は
東

角
小
学
校
か
ら
運
ぶ
計
画
。

小
学
校
の
低
学
年
用
プ
ー
ル
や
、
芝

生
も
あ
る
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
共
有
を

考
え
て
お
り
、
保
護
者
の
観
点
も
取
り

入
れ
る
た
め
懇
談
も
し
て
い
る
。

み
ま
き
こ
ど
も
園
も
同
じ
内
容
が
必

要
と
の
認
識
で
検
討
課
題
を
整
理
し
、

平
成
32
年
度
に
実
施
設
計
に
入
り
た
い
。

仲
裁
申
請
の
提
出
は
平
成
29
年
度
末

に
調
査
費
用
と
工
事
費
の
合
計
３
８
７

６
万
円
を
請
求
し
、
立
入
調
査
と
審
議

が
開
か
れ
て
い
る
。
請
求
は
仲
裁
の
判

断
に
基
づ
い
て
相
手
方
が
支
払
う
こ
と

に
な
る
が
、
も
し
従
わ
な
い
場
合
は
、

地
方
裁
判
所
へ
申
し
立
て
、
預
金
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
。

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

教
育
長

町
　長

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
主
体
的
な
活

動
を
促
し
、
遊
び
を
通
じ
た
中
で
学
び

を
支
え
合
え
る
場
と
し
て
、
非
認
知
能

力
の
育
成
な
ど
の
視
点
を
含
め
た
施
設

整
備
を
お
こ
な
い
た
い
。

今
回
の
事
象
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
り
、
静
寂
な
教
育
環
境
を
壊

す
工
事
の
発
生
に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。

業
者
へ
は
、
仲
裁
の
場
で
毅
然
と
損

害
賠
償
の
主
張
を
す
る
。
保
護
者
へ
の

説
明
も
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）

一問一答方式

中井　孝紀 議員

と
う
ず
み
こ
ど
も
園
の

施
設
整
備
の
方
針
は

東
角
小
学
校
の
駐
車
場
を

取
り
込
み
整
備
す
る

QA QA QA

中
学
校
校
舎
の

施
工
不
良
へ
の
対
応
は

３
８
７
６
万
円
の
請
求
を

仲
裁
申
請
し
て
い
る

QA QA QA
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一問一答方式

松尾　　憲 議員

老朽水道管破裂事故（大阪北部地震）

命
の
源
泉
で
あ
る
水
道
。

昭
和
43
年
開
始
以
降
50
年
を
経
過
し

て
い
る
が
、
耐
用
年
数
40
年
経
過
管
路

が
17
・
６
％
、
20
年
以
上
経
過
が
44
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
老
朽
管
更

新
費
用
が
70
億
円
か
か
る
。
こ
れ
は
町

年
間
予
算
分
で
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

も
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
こ
の
こ
と
を

住
民
に
ど
う
周
知
し
て
き
た
の
か
。

水
道
を
は
じ
め
社
会
資
本
整
備
に
は
、

後
に
必
ず
更
新
が
必
要
と
な
る
。

10
年
・
20
年
後
の
計
画
が
あ
っ
て
当

然
で
あ
る
。
第
５
次
総
合
計
画
も
あ
る

が
、
今
年
度
予
算
で
改
修
の
具
体
的
な

計
画
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

本
町
の
総
延
長
１
０
７
㎞
の
水
道
管

路
更
新
に
、
一
体
何
年
か
か
る
の
か
。

中
間
報
告
書
で
は
、
そ
の
順
次
取
り

組
む
と
い
う
計
画
が
読
み
取
れ
な
い
が

喫
緊
の
課
題
は
何
か
。

西
地
域
は
交
通
不
便
地
で
、
こ
の
地

域
に
対
す
る
具
体
的
な
取
組
み
策
は
。

以
前
よ
り
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
地
域

公
共
交
通
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
中
間
報
告
が
出
た
が
、
一
体

い
つ
に
な
っ
た
ら
計
画
は
動
き
出
す
の

か
。

膨
大
な
金
額
と
、
40
年
後
と
い
う
こ

と
は
大
変
な
問
題
だ
。
行
政
運
営
上
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
平
成
26

平
成
29
・
30
年
度
は
鉛
管
の
改
修
工

事
、
31
年
度
か
ら
残
り
の
重
要
管
路
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

耐
震
化
は
39
年
度
、
鉛
管
改
修
は
41

年
度
で
の
完
了
を
計
画
し
て
、
進
め
て

い
く
。

現
在
耐
震
化
を
先
行
し
て
お
り
、
全

て
更
新
す
る
に
は
平
成
69
年
ま
で
必
要

で
あ
る
。

網
形
成
計
画
は
、
５
年
後
を
目
途
に

計
画
し
て
い
る
。
そ
こ
を
め
ざ
し
、
順

次
取
り
組
ん
で
い
く
。

交
通
弱
者
対
策
と
交
通
不
便
地
の
解

消
が
中
心
で
あ
る
。

御
牧
地
区
を
中
止
と
し
た
交
通
不
便

地
解
消
へ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
つ
く
り
た
い
。

今
年
２
月
に
御
牧
地
区
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
意
見
交
換
を
お
こ

な
い
、
一
緒
に
考
え
た
い
。

年
ご
ろ
か
ら
認
識
し
て
い
る
。
今
ま
で

詳
細
な
情
報
は
知
ら
せ
て
い
な
い
。

今
後
は
計
画
的
な
更
新
計
画
の
情
報

提
供
を
し
て
い
く
。

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

町
　長
非
常
に
重
要
な
危
機
感
を
も
っ
て
お

り
、
財
源
確
保
と
あ
わ
せ
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
、
進
め
て
い
く
。

命
の
源
泉
の
水
道

更
新
へ
の
今
後
の
計
画
は

更
新
の
財
源
確
保
含
め

平
成
69
年
ま
で
期
間
必
要

QA QA QA

交
通
不
便
地
の
解
消
は

い
つ
ご
ろ
に
な
る
か

２
月
に
も
御
牧
地
域
で

意
見
交
換
し
考
え
て
い
く

QA QA QA
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一問一答方式

巽巽巽巽巽巽巽 議員

多
子
世
帯
奨
励
金
支
給
な
ど

具
体
的
な
子
育
て
支
援
は

高
卒
ま
で
の
入
院
費
助
成
は
実
施

多
子
世
帯
対
策
は
ま
だ

QA QA QA

公
共
交
通
で
困
っ
て
い
る
の
は

な
に
か
声
を
聞
く
べ
き
で
は

具
体
的
に
中
に
入
っ
て

意
見
を
聴
く
こ
と
は
や
る

QA QA QA

消
防
職
員
の
兼
務
が
多
い

定
数
見
直
し
を

兼
務
は
認
識
し
て
い
る

消
防
広
域
化
で
見
定
め
た
い

QA QA QA

町
長
の
公
約
で
も
あ
る「
35
の
宣
言
」

に
多
子
世
帯
奨
励
金
の
支
給
が
あ
る
。

具
体
的
な
子
育
て
支
援
は
。
中
学
校

給
食
費
５
０
０
円
の
補
助
、
国
保
の
子

ど
も
の
均
等
割
減
免
、
高
校
卒
業
ま
で

の
通
院
費
無
料
化
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
が
、
支
援
は
で
き
な
い
か
。

御
牧
地
域
の
方
は
、
淀
駅
を
利
用
さ

れ
る
方
が
多
い
。
調
査
は
し
た
の
か
。

通
勤
・
通
学
で
も
京
都
市
内
へ
の
流

出
は
宇
治
市
に
次
い
で
高
い
数
値
だ
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
、
京
都
市

が
な
ぜ
入
っ
て
い
な
い
の
か
。

住
民
は
じ
っ
く
り
と
は
待
っ
て
お
れ

な
い
。
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
何
か
を
、

出
向
い
て
声
を
拾
う
べ
き
で
は
。

消
防
庁
は
「
救
急
隊
員
の
適
正
な
労

務
管
理
の
推
進
に
つ
い
て
」（
３
月
30

日
）
の
通
知
で
、兼
務
を
強
調
し
、「
労

務
管
理
の
検
討
を
」
と
述
べ
て
い
る
。

町
「
消
防
概
要
」（
平
成
30
年
版
）

で
は
、
消
防
士
長
を
は
じ
め
兼
務
が
多

い
が
、
身
体
は
大
丈
夫
か
。
働
き
方
を

調
査
し
、
定
数
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

消
防
庁
は
、
平
成
27
年
度
「
消
防
施

設
整
備
実
態
調
査
結
果
」
を
公
表
し
た
。

本
町
消
防
職
員
の
算
定
人
数
は
64
名

だ
が
、
現
在
36
名
。

定
員
条
例
で
40
名
と
決
め
た
の
は
。

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

質
　問

2018年救急車出動は1300回を超えた

町
　長

町
　長

平
成
29
年
秋
よ
り
高
校
卒
業
ま
で
の

入
院
費
助
成
は
実
施
し
た
が
、
多
子
世

帯
支
援
策
は
、
今
は
ま
だ
。

給
食
費
は
、
教
育
長
の
答
弁
（「
食

消
防
職
員
の
兼
務
は
認
識
し
て
い
る
。

消
防
広
域
化
検
討
の
中
で
見
定
め
た
い
。

材
費
は
負
担
願
う
」）の
と
お
り
。

国
保
の
減
免
な
ど
は
、
町
民
全
体
の

負
担
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
災
害
時
な

ど
特
別
な
状
況
に
応
じ
、
判
断
し
た
い
。

駅
か
ら
の
人
の
動
き
も
把
握
す
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
の
一
つ
だ
。
調
査
が

必
要
に
な
れ
ば
実
施
を
考
え
る
。

新
市
街
地
整
備
室
長

こ
れ
か
ら
は
京
都
市
も
入
っ
て
も

ら
っ
た
中
で
、
協
議
を
進
め
た
い
。

化
の
状
況
も
踏
ま
え
算
出
し
た
。

事
業
建
設
部
長

具
体
的
に
中
に
入
っ
て
意
見
を
聴
く

こ
と
は
や
っ
て
い
く
。
解
消
す
る
手
段

な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
検
討
し
た
い
。

事
業
建
設
部
担
当
部
長

４
月
１
日
に
43
名
か
ら
40
名
に
改
定
。

今
後
の
高
速
道
路
網
の
複
雑
化
・
広
域

各
市
町
村
に
お
け
る
施
設
・
人
員
の

整
備
率
向
上
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

総
務
課
長

消
防
次
長

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）
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市内の施行業者への
発注が条件

通
年
議
会
・
議
案
の
委
員
会
付
託
な
ど

「
議
会
の
運
営
に
関
す
る
最
終
報
告
」
提
出

「
議
会
の
運
営
に
関
す
る
最
終
報
告
」
提
出
議会運営
委員会

12月21日

●
岐
阜
市
（
岐
阜
県
）　
10
月
30
日

公
共
交
通
の
先
進
地
・
岐
阜
市
（
人

口
41
万
２
１
５
人
）
を
視
察
し
た
。

―
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

市
は
、
公
共
交
通
を
軸
に
都
市
機
能

が
集
約
し
た
「
歩
い
て
出
か
け
ら
れ
る

ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
公
共
交
通

の
指
針
を
「
幹
線
・
支
線
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
連
携
し
た
バ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
」
な
ど
を
主
要
施
策
と
す

る
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
。

同
年
11
月
「
み
ん
な
で
創
り
守
り
育

て
る
地
域
公
共
交
通
条
例
」
を
策
定
し
、

市
・
市
民
・
交
通
事
業
者
・
事
業
者
の

役
割
を
明
確
に
し
た
。

バ
ス
路
線
再
編
で
は
、
通
勤
・
通
学

ル
ー
ト
、
買
物
需
要
に
対
応
し
た
循
環

ル
ー
ト
運
行
を
実
施
し
、
赤
字
は
市
が

支
援
し
た
。

市
は
、
今
後
、
市
民
手
作
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
で
、
受
益
人
口
１

０
０
％
を
目
指
し
て
い
く
。

今
後
、
視
察
で
学
ん
だ
交
通
政
策
を
、

行
政
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

●
松
阪
市
（
三
重
県
）　
10
月
31
日

松
阪
市
（
人
口
16
万
４
７
３
５
人
）

は
、
市
民
・
商
業
者
・
各
種
団
体
・
市

な
ど
が
「
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で

つ
く
る
」
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
平
成

25
年
に
、「〝
豪
商
の
ま
ち
松
阪
〟
活
き

生
き
プ
ラ
ン
」（
５
ヵ
年
）
を
作
成
し
た
。

―
お
も
て
な
し
で
千
客
万
来

市
は
、
松
阪
商
人
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、

「
お
も
て
な
し
で
千
客
万
来
の
商
店
街
」

に
す
る
事
業
と
し
て
、
町
屋
型
を
基
準

に
店
舗
の
外
観
の
改
装
・
改
修
に
補
助

を
お
こ
な
っ
た
（
平
成
26
年
〜
28
年
）。

平
成
29
年
か
ら
は
、
補
助
率
と
上
限

額
を
縮
小
さ
せ
て
は
い
る
が
、
和
風
に

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
商
業
環
境
の
充
実

を
目
的
に
店
舗
・
空
き
店
舗
の
改
装
な

ど
の
補
助
へ
と
拡
充
し
た
。

大
型
店
舗
に
は
な
い
独
自
サ
ー
ビ
ス

の「
お
も
て
な
し
で
千
客
万
来
」を『
プ

ラ
ン
』
に
明
記
し
た
商
業
環
境
を
守
る

事
業
は
、
今
後
の
参
考
と
し
た
い
。

平
成
29
年
６
月
か
ら
新
体
制
と
な
っ

た
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
運
営

や
通
年
議
会
（
会
期
を
１
年
と
す
る
通

年
会
期
）
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

◆
先
進
議
会
を
視
察

当
委
員
会
は
、
諸
課
題
を
整
理
す
る

に
あ
た
り
、
２
年
間
で
４
市
町
議
会
の

視
察
を
実
施
し
た
。

平
成
29
年
は
、
高
山
市
議
会
（
岐
阜

県
）と
大
口
町
議
会（
愛
知
県
）を
視
察
。

議
員
の
政
策
提
案
や
地
域
懇
談
会
な

ど
議
会
の
運
営
に
関
す
る
課
題
の
対
応

な
ど
を
学
ん
だ
。

平
成
30
年
は
、
通
年
議
会
を
先
行
実

施
し
て
い
る
京
都
府
下
の
精
華
町
議
会

と
亀
岡
市
議
会
を
視
察
。
通
年
議
会
実

施
に
至
る
ま
で
の
課
題
整
理
を
学
ん
だ
。

◆
通
年
議
会
…
時
間
を
か
け
て
合
意
へ

現
在
、
全
国
９
２
６
町
村
の
な
か
で
、

「
通
年
制
の
議
会
」（
地
方
自
治
法
）
を

実
施
し
て
い
る
の
は
50
町
村
で
あ
る
。

５
月
７
日
、
久
御
山
町
議
会
は
議
員

全
員
協
議
会
で
、
従
来
の
定
例
会
の
運

用
を
変
え
な
い
「
通
年
議
会
（
法
第
１

０
２
条
２
）」
を
、
平
成
31
年
度
以
降

に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
当
委
員
会
で
は
通
年
議
会

の
実
施
に
む
け
た
課
題
な
ど（
16
項
目
・

30
件
）
の
協
議
を
進
め
、
12
月
13
日
に

は
委
員
全
員
が
合
意
を
し
た
。

◆
議
長
に
「
報
告
書
」
を
提
出

12
月
21
日
に
「
議
会
の
運
営
に
関
す

る
最
終
報
告
」
を
議
長
に
提
出
し
た
。

今
後
は
実
施
に
む
け
て
、
町
と
の
協

議
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

◆
残
る
諸
課
題
…
次
年
度
に
継
続

そ
の
他
の
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
の

課
題
（
12
項
目
・
17
件
）
は
、
今
後
の

継
続
事
案
と
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団

会
派
レ
ポ
ー
ト

議会運営委員会での協議の
まとめを議長に提出（12/21）
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久御山高校 ２年生にインタビュー

ってどんなところ?議会
議会を傍聴した感想を聞く

３
年
目
の
議
会
傍
聴

久
御
山
高
等
学
校
で
は
、
18
歳
選
挙

権
導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
か
ら
主

権
者
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
年
生
を
中
心

に
行
政
の
仕
組
み
を
よ
り
深
く
知
る
た

め
、
町
議
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま

し
た
。

傍
聴
も
今
年
度
で
３
年
目
。
こ
れ
ま

で
６
８
０
名
に
の
ぼ
る
生
徒
が
、
議
場

で
交
わ
さ
れ
る
議
員
と
町
長
な
ど
と
の

や
り
取
り
を
真
剣
に
見
つ
め
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
実
際
に
傍

聴
し
た
率
直
な
感
想
や
行
政
へ
の
関
心

な
ど
、
生
の
声
を
聞
く
た
め
に
、
傍
聴

し
た
高
校
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企

画
し
ま
し
た
。

７
名
の
高
校
生
が
感
じ
た
こ
と

緊
張
し
た
表
情
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
く
れ
た
7
名
の
生
徒
た
ち
。

今
回
、
お
こ
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
議
会
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
傍

聴
を
し
た
感
想
、
そ
し
て
傍
聴
を
終
え

て
議
員
に
対
し
て
興
味
を
も
っ
た
の
か

な
ど
、
生
徒
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）



くみやま　議会だより　No.153（21）

2 年 4 組

北田　麻衣 さん
きた  だ　　　  ま     い

議会を傍聴するまでイメージが
わかなかったが、裁判所のよう
だった。普段、生活をしている裏
では、議員さんが考え、話し合い、
支えていることがわかった。社会
の教科が苦手なので、議員になり
たいとは思わないが、以前より興
味がわいた。

2 年 5 組

谷口　瑠征 さん
たにぐち　　りゅうせい

久御山町出身なので、町の議員
さんがどんなことを話しているの
か興味があった。議員さんが、地
域のことを考え、話し合っている
ことがわかり、良かった。

堅苦しい雰囲気が苦手なので、
議員になりたいとは思わなかった。

2 年 2 組

前多　天斗 さん
まえ   だ　        たか   と

教科書の中でしか見たことがな
くて、国会のようにざわざわして
いるイメージだったが、ヤジや話
し声もなく静かだった。

質問や答弁では、議論が細部ま
でなされていた。町議会を見るこ
とができて、以前より興味がわい
た。

2 年 1 組

伊藤　虹歩 さん
  い   とう　  　にじ  ほ

質問や答弁が順序よくされてい
て、新鮮に感じた。普段、聞きな
れない言葉が多く、わからない部
分と、しっかり聞くことでわかる
部分があり、よい経験になった。
あの雰囲気でしゃべることが自分
にはむいていないと思ったが、傍
聴して興味がわいた。

2 年 5 組

平尾 健二朗 さん
ひら   お　 けん   じ   ろう

傍聴席に座った時の空気がピリ
ピリしていて、しっかり聞くとい
う雰囲気を味わえた。以前から社
会などの授業が好きで興味はあっ
た。

ニュースで議員さんの悪いこと
ばかり出ている中、今まで議員の
仕事がわからなかったが、傍聴し
てわかった。

2 年 1 組

西川　芽似 さん
にし かわ　       め     い

今まで、教科書の中でしか見た
ことがなかったので、イメージが
わかなかった。

議場の様子では、普段から苦労
され、疲れているようにも思えた。

将来、ほかにめざしている職業
があるが、以前より興味がわいた。

2 年 7 組

鬼田　拓和 さん
  き     だ　        たく   と

議場では他の人のヤジや話し声
もなく、静かだった。

内容は難しかったが、質問や答
弁の中で、災害のとき住民がちゃ
んと避難できているのかなど、細
かい部分まで気配りされていた。
もし議員になれば、私もしっかり
と話せるのだろうかと思った。

主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
３
年

目
と
な
る
久
御
山
町
議
会
の
傍
聴
。

傍
聴
し
た
多
く
の
生
徒
が
「
自
分
た

ち
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
議
会
の
方
は
一
生
懸
命
考

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

傍
聴
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
が
未
来

の
社
会
の
た
め
、
何
か
行
動
を
お
こ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
実
感
を
得
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

久
御
山
高
校
の

     

先
生
か
ら
ひ
と
言
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昭和28年の水害わすれないで昭和28年の水害わすれないで昭和28年の水害わすれないで昭和28年の水害わすれないで

佐山小ＰＴＡとの懇談・地域懇談会の報告佐山小ＰＴＡとの懇談・地域懇談会の報告

久
御
山
町
議
会
運
営
委
員
会
は
、

佐
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
懇
談
、
ち
ょ

こ
っ
と
懇
談
会
、
地
域
懇
談
会
を
10

月
末
か
ら
11
月
に
か
け
て
お
こ
な
い
、

延
べ
25
名
の
住
民
の
み
な
さ
ん
と
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
町
政
に
つ
い
て
日
ご

ろ
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
学
校
、

議
会
へ
の
質
問
な
ど
、疑
問
や
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
で
の
意
見
な
ど
は
、
12
月
21

日
「
報
告
書
（
全
53
項
目
）」
と
し

て
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

新レイアウト　15文字×30行（質問：新丸ゴL-15Q　答弁：リュウミンL-15Q平105%）

町長に提出した地域懇談会「報告書」（抜粋）

・自治会加入…自治会や会員減少に歯止めが必要。対策は。
・施設の民間への売却を考えてはどうか。
・公共施設にはWi-Fiがない。災害時には必要だと思うが。
・ＫＢＳラジオ塔に使うお金…優先順位は考えなダメだ。
・避難場所と開設の判断基準を明確に。
・さやまこども園を避難場所にしてほしい。
・「災害に強いまちづくり」というが、手立ては。
・屋根にブルーシートを覆っている家がある。調査は。
・佐山小学校は災害時の避難場所だが、校舎が古く心配だ。
・佐山小学校・校門前通学時間の車通行規制への協力について。
・通学路の危険箇所の対処への返答はされているのか。
・ブロック塀が高い会社があるが、町は何か対策をしている
のか。
・佐山小学校の西（桜並木）の水路側の安全棚の延長を。
・中学校校舎外壁タイルの落下後の工事時期はどうなったのか。
・学校給食にデザートをつけて欲しい。中学校に冷水器の増
設を。
・中学校のバスケットゴールを、室外にも設置してほしい。
・こども園の運動会に０歳～２歳の出場がなかったが、復活を。
・東角小学校中校舎の若草学級の隣の男子トイレを洋式化に
して。
・さやまこども園の第２園庭は芝生化を。
・ボール遊びができるところ（公園など）がない。
・街灯を増やしてほしい。
・豪雨対策…古川を氾濫させないために調整池をつくっては。
・水害対策・昭和28年の災害忘れないでほしい。
・川の中に中州ができている。
樹木の伐採を。
・農地を生かしたまちづくり
をしてほしい。
・御牧地域にはバスがない。
通勤・通学他、往復の交通
機関が必要ではないのか。
交通機関がなければ過疎地
となる。

上記の写真は11月24日の懇談（コンベンションホール・役場）

10月31日・佐山小PTAのみなさん
との懇談（佐山小・図書室）

 11月10日・2グループでの懇談（ゆうホール）

意見・要望は大切な声です
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昭和28年の水害わすれないで昭和28年の水害わすれないで昭和28年の水害わすれないで昭和28年の水害わすれないで

佐山小ＰＴＡとの懇談・地域懇談会の報告佐山小ＰＴＡとの懇談・地域懇談会の報告

ちょこっと懇談会

昨年11月３日、町民文化祭にあわせて、町議会主催の「きて
みて議会＆ちょこっと懇談会」を開催しましたので、その様子
を報告します。

親しまれる議会をめざして

を開催しました

きて・みて・議会 ＆
　ちょこっと懇談会

き
て
み
て
議
会
に
70
名
が
参
加

き
て
み
て
議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
本
会
議
場
や
委
員
会
室
な
ど

を
議
員
が
案
内
し
ま
し
た
。

当
日
70
名
の
参
加
が
あ
り
、
小
学
生

が
半
数
を
占
め
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
見

学
会
と
な
り
ま
し
た
。

身
近
な
議
会
へ
工
夫
が
必
要

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
ま
た
見

学
会
に
参
加
し
た
い
、
本
会
議
を
傍
聴

し
た
い
」
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
も
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
活

用
し
て
、
身
近
な
議
会
へ
工
夫
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

住
民
と
ロ
ビ
ー
で
ち
ょ
こ
っ
と
懇
談

同
時
開
催
し
た
議
員
と
の
〝
ち
ょ

こ
っ
と
懇
談
会
〟
は
、
見
学
会
の
あ
と
、

気
軽
に
話
せ
る
よ
う
ロ
ビ
ー
を
利
用
し

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
政
へ
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
主
な
意
見

●
災
害
時
避
難
場
所
の
増
設

●
小
学
校
の
災
害
備
蓄
品
の
数
量
を
公

表
し
て
ほ
し
い

●
中
央
公
園
児
童
広
場
に
、
草
が
茂
っ

て
い
る
の
で
、
草
刈
り
を
し
て
ほ
し

い
今
号
に
は
久
御
山
高
校
生
が
町
議
会

を
傍
聴
（
主
権
者
教
育
）
し
た
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み

く
だ
さ
い
。

さ
て
、
久
御
山
町
議
会
も
通
年
議
会

へ
と
一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ご
注
目
く
だ
さ
い
。
　
　（
巽巽
　
悦
子
）

【広報広聴委員会】
委 員 長 信貴　惠太
副委員長 松本　義裕
委　　員 松尾　　憲
 田口　浩嗣
 内田　孝司
 岩田　芳一
 巽巽　　巽巽

オブザーバー
議　　長 戸川　和巽

編
集
後
記
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＊日程は変更することがあります。

３月定例会の予定
２月26日（火）　開　　会

３月  8日（金）　

３月11日（月）　予 備 日

３月22日（金）　閉　　会

代表質問
一般質問

表
紙
の
「
く
み
や
ま
」
を
書
い

た
の
は
山や

ま
根ね

光こ
う

雅が

さ
ん
で
す
。

久御山中学校3年生

山根 光雅 さん

受
験
勉
強
で
忙
し
い
中
、
題
字

を
書
い
て
く
れ
た
山
根
さ
ん
。

体
を
動
か
す
の
が
好
き
で
、
中

学
校
で
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
最

後
の
大
会
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

う
ま
く
な
る
た
め
に
、
最
初
は

週
２
回
だ
っ
た
朝
練
習
を
、
部
員

で
相
談
し
て
、
毎
日
お
こ
な
い
ま

し
た
。
最
後
の
試
合
は
、
悔
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
学
校

生
活
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
母
校
で
講
師
を
し
な
が
ら
、

陶
芸
家
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進

む
、
田
井
昭
江
さ
ん
に
直
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

天
職
と
の
出
会
い

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
絵
を
描
く
こ
と

が
大
好
き
で
、
絵
の
世
界
に
進
も
う
と

久
御
山
中
学
校
か
ら
京
都
市
立
銅ど

う

駝だ

美

術
工
芸
高
等
学
校
に
進
学
。
様
々
な
科

目
を
受
講
す
る
中
で
、
陶
芸
に
出
会
い

ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
精
華
大
学
芸
術
学

部
素
材
表
現
学
科
陶
芸
コ
ー
ス
に
進
み
、

大
学
院
で
も
学
び
ま
し
た
。

土
に
触
れ
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
作

品
と
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
魅
了
さ

れ
、
今
で
は
人
生
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
母
校
銅
駝
美
術
工
芸
高
等

学
校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
教
壇
に

立
っ
て
い
ま
す
。

「
生
徒
た
ち
が
、
自
分
と
同
じ
道
を

歩
む
中
で
、
同
じ
所
で
つ
ま
ず
き
、
苦

し
む
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
指
導
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
」

久
御
山
発
の
陶
芸
家

普
段
は
、
自
宅
の
工
房
で
食
器
、
ボ

ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
（
お
菓
子
の
器
）
な
ど

の
作
品
作
り
に
励
み
ま
す
。

陶
芸
の
良
さ
は
、
自
分
の
理
想
や
欲

し
い
物
を
思
い
ど
お
り
に
作
れ
る
こ
と
。

「
高
校
生
の
時
か
ら
陶
芸
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
形
、

色
合
い
に
焼
き
上
が
っ
た
時
が
、
一
番

う
れ
し
い
」

自
分
が
楽
し
い
と
思
え
る
道
を
突
き

進
め
ば
、
目
標
は
達
成
で
き
る
と
い
う

熱
い
思
い
を
胸
に
、
将
来
の
夢
は
、「
展

覧
会
を
開
い
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
作
品

を
見
て
も
ら
い
、
自
分
の
作
品
を
世
に

送
り
出
す
こ
と
」

澄
ん
だ
目
の
見
つ
め
る
先
は
、
全
国

か
ら
世
界
へ
。
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進

み
ま
す
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

目
指
せ

　世界
に
羽
ば
た
く
陶
芸
家

！

田
井
昭
江
さ
ん

た

　

 

い

　あき  

え

（
25
歳
・
田
井
在
住
）

このまち
このひと
このまち
このひと
No.22


